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  百万円未満四捨五入

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年３月期第１四半期 29,494 14.0 2,059 － 2,181 － 1,389 － 

2021年３月期第１四半期 25,873 △28.5 △983 － △1,118 － △133 － 
 
（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 2,863 百万円 （－％）   2021年３月期第１四半期 △2,613 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2022年３月期第１四半期 38.44 － 

2021年３月期第１四半期 △3.66 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2022年３月期第１四半期 89,839 37,633 38.8 965.11 

2021年３月期 86,860 35,478 37.7 905.57 
 
（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 34,867 百万円   2021年３月期 32,716 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2021年３月期 － 3.00 － 12.00 15.00 
2022年３月期 －         
2022年３月期（予
想）   12.50 － 12.50 25.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 58,000 23.5 3,500 － 3,700 － 1,900 － 52.59 

通期 118,000 3.8 7,900 126.6 7,700 104.5 4,800 32.2 132.86 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  －社  （社名）、除外  1社  （社名）三桜（瀋陽）汽車部品有限公司 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 37,112,000 株 2021年３月期 37,112,000 株 

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 984,178 株 2021年３月期 984,178 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 36,127,822 株 2021年３月期１Ｑ 36,395,053 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 業績予想については、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達 成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性が あります。なお、業績予想の前提となる仮定及び注意事項については、３ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済環境は、2021年４月に再び一部の都府県において緊急事態宣

言が発出されるなか、一部の製造業では収益が回復し、設備投資に動きが見られました。しかし世界的な物流網

の混乱、車載半導体の不足などサプライチェーン全体では不安定な状況が継続し、当社グループの業績・パフォ

ーマンスにも影響を及ぼしております。 

米国では、ワクチン接種が進んだことにより、記録的な落ち込みから回復軌道に入り、中国も世界に先駆け経

済活動を再開した結果、内需や輸出を中心に景気の回復も進み、企業活動も順調に推移しています。欧州は、新

型コロナウイルス感染症の再拡大を受けたことにより景気は後退しましたが、その後のワクチン接種の進展とと

もに個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見られました。アジアについては感染症拡大が続く中で経済活動再

開が徐々に進み、持ち直しの動きが見られたものの、インドを中心に新型コロナウイルスの変異株が増加するな

ど予断を許さない状況が続いています。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりであります。 

 

当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績は、半導体供給不足による顧客の販売台数の減少の影

響を受けるものの、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う減収影響を受けた前期からはグループ各社での生

産活動は大幅に回復したことにより、売上高は294億94百万円（前年同期比14.0％増）となりました。利益につ

いては、新型コロナウイルス感染症の影響による売上減少からの回復に加え人員コントロール及び生産性の向

上等の合理化を通じた固定費削減の効果が継続したことにより20億59百万円（前年同期は９億83百万円の営業

損失）の営業利益となりました。また経常利益は営業利益の大幅な回復に加え為替差益の発生により、21億81

百万円（前年同期は11億18百万円の経常損失）となり、また親会社株主に帰属する四半期純利益も経常利益の

増加に伴い13億89百万円（前年は１億33百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。 

なお、当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月

31日）等を適用しております。詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に

関する注記事項(会計方針の変更)」に記載のとおりであります。 

 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①日本 

売上高は半導体供給不足により顧客の生産減が影響したものの、前年同期の新型コロナウイルス感染症の影

響から回復したことにより、62億92百万円（前年同期比45.4％増）と増収となりました。増収に加え、前期か

らの固定費抑制効果も継続したことで営業利益は６億87百万円（前年同期は12億71百万円の営業損失）となり

ました。 

②北南米 

売上高は半導体に加え樹脂材料の供給不足による顧客の生産減の影響により、82億２百万円（前年同期比

13.9％減）と減収となりました。人件費等の固定費抑制を進めたものの減収影響が大きく、また海上コンテナ

不足を背景とする輸送費増の影響を受け、営業利益は２億55百万円（前年同期比9.4％減）と減益となりまし

た。 

③欧州 

新型コロナウイルス感染症の拡大により前年同期に操業停止したイギリス子会社の生産回復等により売上高

は58億88百万円（前年同期比2.5％増）と増収となりました。また昨年の構造改革効果も継続し、営業利益は

３億84百万円（前年同期は24百万円の営業損失）となりました。 

④中国 

売上高は半導体供給不足により顧客の生産減が影響したものの、前年同期の新型コロナウイルス感染症の拡

大に伴う顧客の操業停止から回復したことにより、45億２百万円（前年同期比74.5％増）と増収となりまし

た。増収に加え、前期からの固定費削減効果も継続したことにより２億62百万円（前年同期は68百万円の営業

損失）の営業利益となりました。 

⑤アジア 

売上高は46億10百万円（前年同期比24.9％増）と新型コロナウイルス感染症の拡大影響が前年同期ほど大き

くなかったこともあり、主にインド子会社で増収となりました。前期に実施した人件費等の固定費削減、構造

改革効果も継続し、営業利益は５億54百万円（前年同期比113.6％増）と増益となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産・負債・純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は898億39百万円となり、前連結会計年度末に比べて29億79百万円増加

しました。主な要因は現金及び預金の増加16億39百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少10億６百万

円、仕掛品の増加５億93百万円、原材料及び貯蔵品の増加10億99百万円等であります。 

負債合計は522億６百万円となり、前連結会計年度末に比べて８億24百万円増加しました。主な要因は支払手

形及び買掛金の増加６億35百万円、未払金の減少４億16百万円、未払法人税等の減少２億94百万円、賞与引当

金の増加７億15百万円等であります。 

純資産は376億33百万円となり、前連結会計年度末に比べて21億55百万円増加しました。主な要因は為替換算

調整勘定の増加12億50百万円、利益剰余金の増加９億52百万円等であります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により36億42百万円増加、投資活動に

より６億86百万円減少、財務活動により15億92百万円減少などの結果、当第１四半期連結会計期間末には160億

56百万円（前連結会計年度末比16億39百万円増）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益22億33百万円（前年同期は３億

20百万円）、減価償却費12億18百万円（前年同期は12億63百万円）、売上債権の減少17億75百万円（前年同期

は53億15百万円の減少）、棚卸資産の増加12億98百万円（前年同期は18億33百万円の増加）、賞与引当金の増

加７億24百万円（前年同期は７億29百万円の増加）、法人税等の支払８億35百万円（前年同期は８億93百万円

の支払）により、前年同期と比較して26億８百万円増加し、36億42百万円の資金増となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用されたキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出８億97百万円（前年同期

は５億10百万円の支出）、投資有価証券の売却による収入１億61百万円（前年同期は28億76百万円の収入）な

どにより、６億86百万円の支出（前年同期は24億11百万円の収入）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用されたキャッシュ・フローは、短期借入金の減少による支出74百万円（前年同期は37億62

百万円の支出）、長期借入れによる収入１億49百万円（前年同期は10億円の収入）、長期借入金の返済による支

出８億85百万円（前年同期は４億13百万円の支出）、配当金の支払による支出４億37百万円（前年同期は３億46

百万円の支出）、非支配株主への配当金の支払による支出２億72百万円（前年同期は９億73百万円の支出）など

により、15億92百万円の支出（前年同期は45億99百万円の支出）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

最近の業績動向等を踏まえ、2021年５月14日に公表した2022年３月期の連結業績予想を修正しております。詳

細につきましては、2021年８月５日発表の「2022年３月期第２四半期（累計）及び通期連結業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,418 16,056 

受取手形及び売掛金 17,350 － 

受取手形、売掛金及び契約資産 － 16,344 

電子記録債権 403 306 

製品 3,382 3,660 

仕掛品 4,028 4,621 

原材料及び貯蔵品 9,443 10,542 

その他 1,720 2,159 

貸倒引当金 △9 △8 

流動資産合計 50,735 53,680 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 17,408 17,742 

機械装置及び運搬具 71,192 73,535 

工具、器具及び備品 12,288 12,602 

土地 2,566 2,586 

リース資産 2,045 2,059 

建設仮勘定 2,493 2,408 

減価償却累計額 △69,929 △72,407 

減損損失累計額 △9,435 △9,625 

有形固定資産合計 28,629 28,900 

無形固定資産    

リース資産 2 14 

その他 261 268 

無形固定資産合計 263 282 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,690 5,503 

長期貸付金 1 － 

繰延税金資産 919 906 

その他 622 567 

投資その他の資産合計 7,232 6,977 

固定資産合計 36,125 36,159 

資産合計 86,860 89,839 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,619 8,254 

電子記録債務 4,323 4,297 

短期借入金 13,035 13,240 

未払金 2,659 2,243 

リース債務 274 288 

未払法人税等 706 412 

未払消費税等 517 524 

賞与引当金 1,127 1,842 

役員賞与引当金 30 43 

製品保証引当金 830 883 

その他 2,810 3,375 

流動負債合計 33,929 35,401 

固定負債    

長期借入金 11,841 11,035 

リース債務 867 832 

繰延税金負債 259 343 

役員退職慰労引当金 164 164 

退職給付に係る負債 4,118 4,210 

その他 204 220 

固定負債合計 17,452 16,804 

負債合計 51,381 52,206 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,481 3,481 

資本剰余金 2,365 2,365 

利益剰余金 30,265 31,217 

自己株式 △650 △650 

株主資本合計 35,461 36,413 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,355 2,296 

為替換算調整勘定 △4,597 △3,347 

退職給付に係る調整累計額 △503 △495 

その他の包括利益累計額合計 △2,745 △1,546 

非支配株主持分 2,762 2,766 

純資産合計 35,478 37,633 

負債純資産合計 86,860 89,839 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 25,873 29,494 

売上原価 23,838 24,435 

売上総利益 2,034 5,059 

販売費及び一般管理費 3,017 2,999 

営業利益又は営業損失（△） △983 2,059 

営業外収益    

受取利息 21 25 

受取配当金 85 65 

為替差益 － 98 

その他 215 74 

営業外収益合計 321 262 

営業外費用    

支払利息 123 95 

為替差損 298 － 

その他 35 45 

営業外費用合計 456 140 

経常利益又は経常損失（△） △1,118 2,181 

特別利益    

固定資産売却益 20 3 

投資有価証券売却益 1,233 53 

受取保険金 202 － 

特別利益合計 1,455 56 

特別損失    

固定資産売却損 0 0 

固定資産除却損 17 4 

特別損失合計 17 4 

税金等調整前四半期純利益 320 2,233 

法人税、住民税及び事業税 365 528 

法人税等調整額 △70 116 

法人税等合計 295 644 

四半期純利益 25 1,589 

非支配株主に帰属する四半期純利益 158 201 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△133 1,389 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

四半期純利益 25 1,589 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △74 △59 

為替換算調整勘定 △2,636 1,325 

退職給付に係る調整額 72 8 

その他の包括利益合計 △2,638 1,274 

四半期包括利益 △2,613 2,863 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,459 2,588 

非支配株主に係る四半期包括利益 △155 275 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 320 2,233 

減価償却費 1,263 1,218 

有形固定資産売却損益（△は益） △20 △3 

有形固定資産除却損 17 4 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 31 △19 

受取利息及び受取配当金 △106 △90 

支払利息 123 95 

投資有価証券売却損益（△は益） △1,233 △53 

受取保険金 △202 － 

売上債権の増減額（△は増加） 5,315 1,775 

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,833 △1,298 

仕入債務の増減額（△は減少） △3,095 84 

賞与引当金の増減額（△は減少） 729 724 

未払費用の増減額（△は減少） 57 △105 

未払金の増減額（△は減少） △40 △581 

長期未払金の増減額（△は減少） △330 － 

その他 719 486 

小計 1,713 4,469 

利息及び配当金の受取額 106 90 

利息の支払額 △94 △82 

法人税等の支払額 △893 △835 

保険金の受取額 202 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,034 3,642 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △510 △897 

有形固定資産の売却による収入 59 3 

投資有価証券の取得による支出 △55 △5 

投資有価証券の売却による収入 2,876 161 

その他 41 53 

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,411 △686 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,762 △74 

長期借入れによる収入 1,000 149 

長期借入金の返済による支出 △413 △885 

配当金の支払額 △346 △437 

非支配株主への配当金の支払額 △973 △272 

リース債務の返済による支出 △106 △74 

その他 △0 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,599 △1,592 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △913 275 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,067 1,639 

現金及び現金同等物の期首残高 15,917 14,418 

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,850 16,056 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）
 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。なお、

収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の一部の国内販売において、出荷時から当該

商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識して

おります。収益認識会計基準の適用による主な変更点は以下のとおりです。

（１）履行義務の充足による収益の認識 

 海外連結子会社の製品の輸出販売取引の一部について、製品の出荷時で収益を認識する方法から貿易条件に

基づきリスク負担が顧客に移転した時に収益を認識する方法に変更しております。

（２）変動対価が含まれる取引に係る収益の認識

 当社は売上値引きについて、従来は金額確定時に売上高から控除しておりましたが、取引の対価の変動部分

の額を見積り、認識した収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り取引価格に含める方法に変更

しております。

（３）有償受給取引について

 当社は顧客から原材料等を仕入れ、加工を行ったうえで当該顧客に販売する有償受給取引等において、従来

は原材料等の仕入価格を含めた対価の総額で収益を認識しておりましたが、原材料等の仕入価格を除いた対価

の純額で収益を認識することとしております。

（４）有償支給取引について

 当社は有償支給した原材料等について消滅を認識しておりましたが、当該取引において買い戻す義務を負っ

ていることから、有償支給した原材料等について消滅を認識しないことといたしました。なお、当該取引にお

いて支給品の譲渡に係る収益は認識しておりません。

 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりま

す。ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに

従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりませ

ん。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より

前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、

その累積的影響額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。この結果、当第１四

半期連結累計期間の売上高は５億81百万円、売上原価は５億50百万円、営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ31百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

 収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて

表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会

計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結

累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて 

 前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及

び会計上の見積りについて、重要な変更はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  日本 北南米 欧州 中国 アジア 計 

売上高                

(1) 外部顧客への

売上高 
4,327 9,530 5,745 2,580 3,690 25,873 － 25,873 

(2) セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

3,011 56 37 289 134 3,526 △3,526 － 

計 7,338 9,586 5,782 2,870 3,824 29,399 △3,526 25,873 

セグメント利益 

又は損失（△） 
△1,271 281 △24 △68 260 △822 △160 △983 

（注）1 調整額は以下のとおりであります。

 (１) 売上高の調整額△3,526百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益又は損失（△）の調整額△160百万円には、棚卸資産の調整額△178百万円及び固定資産

に係る調整額18百万円が含まれております。

   ２ セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。

 

- 11 -

三櫻工業㈱(6584)2022年3月期第1四半期決算短信



Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  日本 北南米 欧州 中国 アジア 計 

売上高                

(1) 外部顧客への

売上高 
6,292 8,202 5,888 4,502 4,610 29,494 － 29,494 

(2) セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

4,532 40 10 258 151 4,991 △4,991 － 

計 10,824 8,242 5,899 4,760 4,760 34,484 △4,991 29,494 

セグメント利益 687 255 384 262 554 2,142 △82 2,059 

（注）1 調整額は以下のとおりであります。

 (１) 売上高の調整額△4,991百万円は、セグメント間取引消去の金額であります。

(２) セグメント利益の調整額△82百万円には、棚卸資産の調整額△127百万円及び固定資産に係る調整額45

百万円が含まれております。

   ２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 （収益認識に関する会計基準等の適用）

 （会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更してお

ります。当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上高及びセグメント利益は、

「日本」の売上高が５億81百万円及びセグメント利益が31百万円それぞれ減少し、「アジア」の売上高が13百

万円及びセグメント利益が１百万円減少しております。
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